





































第 2章では，鉄および鉄合金基材を比較的低い 300 0C台の温度に保持して窒素イオン注入を行うと，窒素原子が拡散
して再分布すること，その際純鉄基材においては注入位置より表層側に移動した分布を示すのに対し，鉄ーチタン合金
あるいは鉄ーホウ素合金基材においては窒素が内部に拡散して均一濃度で再分布し広い深さ領域に TiNあるいは六方
品BN (h -BN) を析出させた改質層を形成できることを明らかにしている。







よって，潤滑性に優れた h- BN を含む高硬度の改質層を得ることができ，耐摩耗性が向上することを述べている。























広い深さ範囲にわたって h- BN を含む硬質の改質層が得られ，耐摩耗性が著しく向上することを実証している。
以上のように本論文は，従来指摘されてきた注入原子がごく表層部に局在するという基本的な問題点を新しい観点に
立って改善をはかることにより，イオン注入法の材料表面改質への実用化に大きな前進をもたらしたもので，応用物理
学，特に材料表面工学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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